
一般財団法人電力中央研究所・グリッドイノベーション研究本部・上席研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６４１

基盤研究(B)（一般）

2023～2020

遺伝子－文化共進化シミュレーションによる誇示的な消費行動の適応的意義の解明

Identifying adaptiveness of conspicuous consumption behaviors based on 
simulation models of  gene-culture co-evolution

４０４６２８８２研究者番号：

小松　秀徳（Komatsu, Hidenori）

研究期間：

２０Ｈ０１５５５

年 月 日現在  ６   ６ ２１

円     9,400,000

研究成果の概要（和文）：人が配偶者を選択する際に、自分やパートナーのパーソナリティ特性をどのように認
知し、それらの類似性や非類似性がどのように配偶者選択の意思決定に寄与するかを明らかにした。また、この
メカニズムを基に、エージェントと製品・サービスがそれぞれ並行して進化し、エージェントは購入した製品・
サービスに応じて生存確率と見かけのパーソナリティを変化させ、パーソナリティ特性の（非）類似性に基づい
て繁殖を行う進化シミュレーションモデルを構築した。このモデルを用いた分析により、一見非適応的な製品・
サービスが進化し得ることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We identified the mechanism on how people perceive their own and the 
partners' personality and how (dis)similarities of those personality characteristics contribute to 
decision-makings on mate selection. This mechanism was incorporated into our evolutionary simulation
 models, where agents and products evolve in parallel, agents' perceived personality and 
survivability are modified the products that they own, and they reproduce based on the (dis)
similarities of the personality. Our analysis using the simulation models revealed the adaptiveness 
of products that appear to maladaptive.

研究分野： 進化心理学

キーワード： 社会シミュレーション　遺伝子ー文化共進化　ナッジ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人間が文化的にコストをかけて見かけ上のパーソナリティ特性を操作することに関する、適応的な意義を定量的
に明らかにした。このような定量的な評価を可能とするモデルの構築により、エージェント間の相互作用が社会
的な合理性にどのように影響を与えるか、またその対策としてどのようなものがあり得るかを、計算機上で事前
検討することが可能なプラットフォームとして提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
完全合理性や利己性では説明が付かない人間の一見不合理な意思決定構造について、近年で

は進化に根ざした深い合理性が隠れているとの指摘がなされるようになった。こうした進化の
観点に基づく検討の一つに、高価なものを買う消費行動を、人間のパーソナリティ特性の指標で
ある Big-5（利他性、開放性、外向性、勤勉性、神経症傾向の五つから成り、現在知られている
指標の中で最も説明力が高い）で解釈する分析がある。この分析に従えば、高価なビジネススー
ツはコストがかかるが、勤勉性の高さを誇示するシグナル（「自分は勤勉な人間である」という
暗黙的なメッセージ）として機能し、宝飾品には開放性や外向性の高さのシグナルとしての機能
がある、といった解釈が成り立つ。この考え方を拡大すれば、平均寿命が劇的に改善した現代で、
生存には直接的に影響しないにも関わらず多大なコストが割かれている、消費行動に限らない
広範な人間活動のメカニズムを説明できる可能性がある。これには、費用対効果が著しく低い環
境設備へ多額の投資がなされるといった社会現象も含まれる。 
しかし、進化と Big-5 特性を組み合わせた従来の行動分析はあくまで定性的な議論に止まっ

ていた。これに加え、製品・サービスに関する概念自体が人間社会という環境の中で動的に進化
していく「文化進化」の視点も欠落していた。特定の概念が人間同士の情報交換を通じて複製、
変異、拡散、多様化していく過程は、生物進化に対しても影響を与え得る。このような構造は「遺
伝子－文化共進化」とも呼ばれる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、Big-5 特性と遺伝子－文化共進化の仕組みを取り入れた進化シミュレーションモ

デルを構築し、一見不合理な消費行動が、どのようなメカニズムで発生するのかを定量的に明ら
かにする。Big-5 特性をモデル化したエージェントが生存と繁殖を繰り返す生物進化と、エージ
ェント群を環境として製品・サービスそれ自体が進化する文化進化が、並行して相互作用する
「遺伝子－文化共進化」を考慮した社会シミュレーションモデルを構築する。このモデルに基づ
いた定量的な分析により、人間が文化的にコストをかけて見かけ上のパーソナリティ特性を操
作することには、どのように適応的な意義が存在するか、エージェント間の相互作用が社会的合
理性にどのように影響を与えるかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）配偶者選択メカニズムの特定 
 人が配偶者を選択する際に、自分やパートナーのパーソナリティ特性をどのように認知し、そ
れらの類似性や非類似性がどのように配偶者選択の意思決定に寄与するかは明らかになってい
ない。そこで、顔やプロフィールなどを匿名化した状態で音声のみの対話をする被験者実験によ
り、自身のパーソナリティや、対話相手のパーソナリティに関する印象が配偶者選択に与える影
響を分析した。 
 
（２）進化シミュレーションモデルの構築 
 エージェントと製品・サービスがそれぞれ並行して進化し、エージェントは購入した製品・サ
ービスに応じて生存確率と見かけのパーソナリティを変化させ、（１）で明らかになったパーソ
ナリティ特性の（非）類似性に基づいて繁殖を行う進化シミュレーションモデルを構築した（図
１，図２）。 
 

 
図１：進化シミュレーションモデルの構造。エージェントと製品は別々に進化し、見かけのパー
ソナリティは、エージェントが保有する製品によって本来のパーソナリティを脚色することで
形成される。 



 
図２：進化シミュレーションモデルのフローチャート。 

 
４．研究成果 
 現実世界における被験者実験により、配偶者選択の意思決定に寄与するのは、自身の実際のパ
ーソナリティと相手のパーソナリティに関する印象との（非）類似性(図３内 Model A)よりも、
むしろ自分がパートナーからどのようなパーソナリティだと思われたかに関するメタ認知と相
手のパーソナリティに関する印象との（非）類似性（図３内 Model B）であることを明らかにし
た。 
 

 
図３：配偶者選択に寄与するパーソナリティ特性の（非）類似性に関する２種類の定義。 

 
 また、上記のメタ認知に基づく配偶者選択のメカニズムを取り入れた進化シミュレーション
モデルによる分析によって、生存確率を高める便益が無いにもかかわらず、見かけ上のパーソナ
リティを大きく変えるのに有効な高価な商品・サービスが進化し得ることを明らかにした（表
１）。 
 

表１：進化シミュレーションモデル上で進化した製品・サービスの例。 

Price Survival 
benefit 

Manipulating degree 
Number 
of buyers Opennes

s 
Conscientiousnes
s 

Extraversio
n 

Agreeablenes
s Neuroticism  

0.871 0.195 -0.017 -0.200 0.028 -0.076 -0.088 39 

Initialize

Join game

Contact other agents

Conduct altruism

Buy  products

Selection of products

Remove agents

Exchange information

Produce new products

Reproduce
Yes No

Check if averaged sum of absolute differences 
between both of the agents’ perceived 
personality is less than a predefined threshold. 



0.682 0.000 0.051 -0.016 -0.017 -0.200 -0.111 6 

0.655 0.011 0.006 -0.058 0.011 -0.159 -0.179 39 

0.639 0.000 0.156 -0.054 0.081 -0.200 -0.161 5 

… … … … … … … … 

0.144 0.108 0.061 0.013 -0.037 -0.109 0.110 2 
0.083 0.000 0.191 0.085 -0.045 0.181 0.049 26 
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